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概 要

実際に家庭から排出されている生ごみを原料に非滅菌下の半連続高温 L-乳酸発酵を実施した．その結

果，生成した乳酸について，光学純度 97％以上の L-乳酸が乳酸収率 0.63 以上（培養開始時の糖量基準）

で得られた．その他，a)材料とした生ごみの成分変動（1ごみステーションにおける 6回収分），b)生ご

みを構成する単糖類（ヘキソース，ペントース）の L-乳酸資化性確認を行い，同発酵の有効性を示した．

１．はじめに

２．実施した課題

①実際に家庭から排出された生ごみを用いた半連続高温 L-乳酸発酵の実施 → 実際に行えるのか？

②1 つのごみステーションにおける回収日ごとの生ごみ成分変動把握 → 生ごみは原料足りえるか？

③生ごみを構成する糖分（単糖類）の高温 L-乳酸発酵における利用可能性 → どんな糖も利用できるか？

３．結果とまとめ

①：実生ごみを用いても非滅菌下の半連続高温 L-乳酸発酵が行えた（左下図，中和剤；アンモニア水）．

②：生ごみの乾燥分中では糖質が主成分（約 44％）であり，湿重量において糖質の変動係数が約 16％と他の

主要成分と比べて小さいことを確認した．生ごみは有効な発酵材料であることを示した．

③：高温 L-乳酸菌である Bacillus coagulans の標準 3 株（JCM 2257，2258，9076）について，JCM 2258 株は試

みた単糖（グルコース，マンノース，キシロース，アラビノース）を資化できることを確認した．B. coagulans

JCM 2258 株を用いることで，糖分を無駄なく利用できることを示した．
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今年度は，生ごみに留まらず農業廃棄物（セルロース系，木質系）の利用も検討しています．
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分 野 リサイクル

生ごみ ・可燃ごみの約 40％（湿重量）

・高い含水率（約 80％）

・高い糖含有率（約 12％）

・豊富な栄養素

・生ごみは“薄く広く”分布

→ 資源量の見積りが困難

“安価”，“容易”，“安全”な方法

非滅菌・高温 L-乳酸発酵

可燃ごみ処分の厄介者！ 発酵による資源化の可能性！

資源化

簡易なオンサイト型施設が望ましい．

図 半連続培養における発酵前後の糖質，乳酸経日変化 図 生ごみ成分変動
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図 B. coagulans の糖資化性


